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主 な 記 事 
地球はみんなの宝物③ 3面 
共同募金に善意のご協力を 4面 
世代を越えて楽しむ 4面 
24日に中学生の主張大会 4面 
歯の健康シリーズ11 4面 

DDDDD DDDDD

男  28，290人（+92） 
平成13年9月3日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  29，047人（+81） 
合計  57，337人（+173） 

世帯数  20，607世帯（+69） 

古紙配合率100％再生紙を
使用しています
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市
は
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
だ
れ
も
が
平
等
に
個
性
や
能

力
を
充
分
に
発
揮
で
き
、
自
分

ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て

い
け
る
社
会
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
そ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
た
め
、
平
成
１３
年
１
月

に
市
内
に
在
住
す
る
満
２０
歳
以

上
の
男
女
１
０
０
０
人
を
対
象

に
、「
男
女
共
同
参
画
」
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

Ｑ 望ましい仕事と家庭の性別役割は？ 

A 仕事と家庭の「役割は固定せず、夫婦に合った 
　形で行う」が半数 

仕事と家庭のあるべき姿は、「男女の役割を固定せず、
夫婦に合った形で行う」が最も多く、5割以上となっ
ています。次いで、「男女ともに仕事をもち、家庭
のことも協力して行う」が4分の1となっています。 

男女ともに仕事を持ち、 
家庭のことについても 
共に協力しあう 
27.4％ 

男女ともに仕事を持ち、 
家庭のことについては 
女性の役割である 
1.6％ 

男性は仕事に専念し、 
家庭のことについては 
主に女性の役割である 
17.2％ 

男女の役割は固定せずに、 
夫婦に合った形で行う 
50.1％ 

無回答　3.5％ 

その他　0.2％ 

図2

Ｑ 男女の地位は平等になっていると思いますか？ 

Ａ 男女とも「就職や職場」「社会通念・慣習やしきたり」で男性優位が圧倒的 
「就職や職場」と「社会通念、慣習やしきたり」で男性のほうが優
位だと感じる人が8割近くを占めています。次いで、「政治の場」、「地
域社会」となっています。 
女性は「法律や制度」「政治の場」「家庭・地域生活」で男性よりも
不平等を感じています。 
日常生活の小さな場面の中でも、男女で不平等となっていないか、
点検していくことが必要です。 

学校教育の場では 

〈
男
性
優
位  

＋  

や
や
男
性
優
位
〉 

〈
女
性
優
位  

＋  

や
や
女
性
優
位
〉 

就職や職場では 

家庭生活では 

地域社会では 

社会通念・慣習やしきたりでは 

法律や制度の上では 

政治の場では 
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①
男
女
平
等
の
意
識

男
女
の
平
等
に
向
け
て
、
現

在
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
や
制
度

の
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま

す
。（
図
１
）

本
市
に
お
い
て
も
、
１
９
９

１
年
（
平
成
３
年
）
１２
月
に
１０

年
計
画
で
策
定
し
た
「
か
が
や

き
プ
ラ
ン
―
男
女
共
同
参
加
に

よ
る
社
会
を
め
ざ
す
―
京
田
辺

市
女
性
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
女
性
政
策
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
は
、

ま
だ
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
男
性

優
位
の
面
が
残
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

②
性
別
役
割
分
担

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
う
考
え
方
は
、
だ
ん
だ
ん

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
図
２
）

し
か
し
、
男
性
の
４
分
の
１

が
「
共
働
き
は
賛
成
だ
け
ど
、

家
事
・
育
児
は
女
性
」
に
と

思
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。

家
事
・
育
児
な
ど
を
女
性
の

役
割
と
決
め
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
お
互
い
協
力
し
、
助
け
合

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

Ｑ 介護の家庭内での分担は？ 

Ａ 「男性の協力で女性の負担 
　　を減らすべき」がトップ 

家庭での介護が女性の役割となりがちなことに
ついては、「男性の協力で女性の負担を減らすべき」
が最も多く、4割以上となっています。 
また、「男性も女性も平等に分担すべき」はお
よそ4分の1でした。 

当然だと思う 
2.3％ その他 

4.4％ 

無回答 
5.0％ 

問題はあるが 
やむをえない 
15.2％ むしろ男性が 

中心になってすべき 
2.3％ 

男性の協力で 
女性の負担を 
減らすべき 
47.1％ 

男性も女性も 
平等に分担すべき 
23.7％ 

一口メモ 

施
。
５
７
４
人
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
の
一
部
を
広
報
紙

で
お
知
ら
せ
し
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
で
示
さ
れ
た

課
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
作
っ

て
い
る
「
京
田
辺
市
男
女
共
同

参
画
計
画
」
へ
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
よ
り
効
果
的
な
施
策

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
・
３
面
へ
つ
づ
く 

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
と

は
、
見
知
ら
ぬ
男
女
が
互
い
に

自
宅
な
ど
の
電
話
を
使
っ
て
会

話
す
る
の
を
事
業
者
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
仲
介
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ

ル
使
用
料
の
支
払
方
法
に

は
、
利
用
前
に
指
定
口
座

に
入
金
し
た
り
、
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
方

法
と
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
後
に
指

定
口
座
に
振
り
込
む
、
後
払
い

式
が
あ
り
ま
す
。

後
払
い
式
で
は
、
代
金
の
振

り
込
み
が
な
け
れ
ば
、
登
録
に

使
っ
た
電
話
番
号
の
名
義
人
に

請
求
が
あ
り
ま
す
。
第
三
者
に

電
話
を
使
わ
れ
て
、
登
録
・
利

用
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
で

も
、
電
話
加
入
の
名
義
人
に
請

求
が
あ
る
た
め
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
Ｑ
】
使
っ
た
覚
え
の
な
い

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
料
金

の
請
求
ハ
ガ
キ
が
送
ら
れ
て
き

た
時
や
脅
か
さ
れ
た
時
は
。

【
Ａ
】
使
用
の
明
細
の
わ
か

ら
な
い
料
金
は
、
支
払
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
（
相
手
の
勢
い

に
驚
い
て
事
実
関
係
を
調
べ
る

前
に
支
払
わ
な
い
こ
と
）。

使
用
日
時
な
ど
を
明
ら
か
に

す
る
よ
う
業
者
に
要
求
し
ま

し
ょ
う
。

使
用
料
の
ト
ラ
ブ
ル
多
発

使
用
料
の
ト
ラ
ブ
ル
多
発 

使
用
料
の
ト
ラ
ブ
ル
多
発 

聞いて
 

聞いて
 

シリーズ 

2

消
費
生
活
専
門
相
談
員
が
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
に

よ
っ
て
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
苦

情
の
相
談
を
受
け
た
り
、
情
報

提
供
す
る
こ
と
で
被
害
の
未
然

防
止
を
図
り
、
消
費
者
の
手
助

け
を
し
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜
日
午

後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
階
３
０
６

会
議
室

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
０
）

悪
質
商
法
は
、
あ
の
手
こ
の

手
で
し
の
び
寄
っ
て
き
ま
す
。

私
た
ち
、
京
都
く
ら
し
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
悪
質
商
法
被

害
の
未
然
防
止
啓
発
や
情
報
提

供
な
ど
、
消
費
者
と
行
政
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。み

な
さ
ん
、
変
だ
と
思
っ
た

ら
す
ぐ
産
業
振
興
課
消
費
生
活

相
談
窓
口
へ
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。

消
費
生
活
相
談
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

苦
情
や
被
害
の
防
止

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ 

身
に
覚
え
の
な
い
も
の
は
支
払
わ
な
い

ツーショット
ダ イ ヤ ル 一休寺で「茶まつり」 一休寺で「茶まつり」 一休寺で「茶まつり」 

一
休
寺
で
抹
茶
の
接
待
を
受
け
る
花
見
ウ
ォ
ー

ク
の
参
加
者
（
４
月
７
日
）

平成11年に行われた新茶まつりでお
茶の手もみ作業を披露

7月8日に開かれたふるさと体験学習で茶摘みする普賢
寺小学校の児童

市
は
、
特
産
物
の
お
茶
を
よ
り
多
く
の

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
京

田
辺
市
茶
ま
つ
り
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１０
月
７
日
�
午
前
１１
時
〜
午
後

３
時場

所
＝
一
休
寺

内
容
＝
▼
玉
露
（
一
煎
パ
ッ
ク
）
無
料

配
布
▼
お
い
し
い
お
茶
の
入
れ
方
教
室
▼

茶
手
も
み
実
演
▼
玉
露
の
無
料
接
待
な
ど

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課
（
�
６４
・
１

３
６
０
）

無料接待や手もみの実演

１０
月
７
日

結
果
は
計
画
に
反
映

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
ま
る
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

地 球 は 
み 

地 球 は 
み ん な の 宝 物 ん な の 宝 物 3

～地球環境問題を考えよう～ 

今
月
も
引
き
続
き
「
地
球

温
暖
化
」
に
つ
い
て
で
す
。

環
境
問
題
の
中
で
も
地
球

の
温
暖
化
は
、
そ
の
主
な
原
因

が
人
類
の
生
活
や
産
業
活
動
に

深
く
か
か
わ
り
の
あ
る
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
対
策
は
非
常
に
難

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
類
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の

か
か
わ
り

温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
と
密
接
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。

人
間
の
活
動
が
活
発
に

な
っ
て
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

の
中
で
石
油
や
石
炭
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
結
果
、
大
気
中
に

二
酸
化
炭
素
が
急
に
増

え
て
き
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
地
球
が
暖
か
く

な
っ
て
き
た
の
で
す
。

世
界
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量

現
在
、
日
本
が
世
界

の
二
酸
化
炭
素
の
総
排

出
量
に
占
め
る
割
合
は

５
�
弱
で
す
が
、
順
位

と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
、

中
国
、
ロ
シ
ア
に
次
ぐ

世
界
第
４
位
で
す
。
日

本
だ
け
で
ア
フ
リ
カ
大

陸
全
体
や
南
米
大
陸
全

体
よ
り
も
多
く
の
二
酸

化
炭
素
を
排
出
し
て
い

ま
す
。
日
本
で
の
わ
ず

か
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
排

出
量
の
変
動
が
、
小
さ

な
国
な
ら
丸
ご
と
一
国

分
の
排
出
量
に
匹
敵
す

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
日
本
の

責
任
の
重
み
が
感
じ
と
れ
ま

す
。人

間
の
活
動
で
温
室
効
果

ガ
ス
の
濃
度
が
急
上

昇
１８
世
紀
後
半
の
産

業
革
命
以
降
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量

が
飛
躍
的
に
増
加
し
、

石
油
や
石
炭
な
ど
の

燃
焼
か
ら
発
生
す
る

二
酸
化
炭
素
の
場
合
、

大
気
中
の
濃
度
は
産

業
革
命
以
前
の
２
８

０
ｐ
ｐ
ｍ
か
ら
１
９

９
８
年
に
は
、
３
６

５
ｐ
ｐ
ｍ
に
３０
�
増

加
し
て
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の

濃
度
が
増
え
る
と
温

室
効
果
が
強
ま
り
、

そ
の
結
果
、
地
球
の

気
温
が
上
昇
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
二
酸
化
炭

素
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
は
大
気

中
に
残
留
す
る
時
間
が
長
く
、

仮
に
大
気
中
の
濃
度
が
安
定
し

た
と
し
て
も
、そ
の
後
数
百
年
、

地
球
の
平
均
気
温
と
海
面
水
位

は
上
昇
し
続
け
る
の
で
す
。

◎
車
や
バ
イ
ク
の
不
必
要

な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
よ
う

◎
住
ま
い
に
も
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
工
夫
を
し
よ
う

◎
冷
蔵
庫
の
ド
ア
は
開
け

た
ら
す
ぐ
閉
め
よ
う

◎
窓
辺
や
庭
な
ど
で
緑
を

育
て
よ
う

◎
車
よ
り
電
車
や
バ
ス
を

利
用
し
よ
う

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

企
業
で
も
環
境
管
理
な
ど
の
自

主
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

家
庭
で
も
で
き
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

地
球
温
暖
化

地
球
温
暖
化 

（
そ
の
３
）

（
そ
の
３
） 

地
球
温
暖
化 

（
そ
の
３
） 

二
酸
化
炭
素
の 

排
出
量 

地
球
温
暖
化
を
防
止 

す
る
た
め
に
私
た
ち
も 

取
り
組
も
う 

地
球
温
暖
化 

（
そ
の
３
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二
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化 
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そ
の
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二
酸
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炭
素
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排
出
量 

地
球
温
暖
化
を
防
止

地
球
温
暖
化
を
防
止 

す
る
た
め
に
私
た
ち
も

す
る
た
め
に
私
た
ち
も 

取
り
組
も
う

取
り
組
も
う 

地
球
温
暖
化
を
防
止 

す
る
た
め
に
私
た
ち
も 

取
り
組
も
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危機はすでに始まっている

ともに輝ける環境づくりが大切 ともに輝ける環境づくりが大切 
女
性
と
仕
事

女
性
と
仕
事

 

女
性
と
仕
事

 

家
庭
生
活
と
地
域
社
会

家
庭
生
活
と
地
域
社
会 

家
庭
生
活
と
地
域
社
会 

女
性
の
人
権

女
性
の
人
権

 

女
性
の
人
権

 

男
女
共
同
参
画
社
会
の

男
女
共
同
参
画
社
会
の 

実
現
に
向
け
て

実
現
に
向
け
て 

男
女
共
同
参
画
社
会
の 

実
現
に
向
け
て 

Ｑ 参加している団体などでの男女不平等な点は？ 

Ａ 代表者は男性が多く、女性は補助的な仕事が中心 
女性は「会合の後かたづけやお茶入れは女性が行うことが多い」が30.6

�でトップ。男性は「代表者は男性がなることが多い」がトップになって
います。しかし、約20�の人は「そのようなことはない」と考えています。 
また、「女性は、リーダーや代表者などの役を引き受けたがらない傾向

がある」と答えた人が男女で約16�もあり、不平等になっている原因のひ
とつとなっています。女性がリーダーなどを積極的に引き受けられるよう
な土壌づくりと、女性の意識啓発が必要だといえます。 
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代表は男性がなることが多い 

女性は、リーダーや代表者などの役を引き受けたがらない傾向がある 

会合の後かたづけやお茶入れなどは女性が行うことが多い 

女性は補助的な細かい作業を行うことが多い 

男性が出席している会合では、女性は発言しにくい雰囲気がある 
重要事項を話しあうとき、女性の意見が取り入れられない傾向がある 

重要事項を話しあうとき、女性は積極的に発言していないことがある 
名簿上の会員は男性が多いが、実際の活動は女性（配偶者）がしている 

女性の能力や活動実績が団体の中で正当に評価されない傾向がある 

その他 
そのようなことはない 
無回答 

15.3
30.2

13.4
19.8

30.6
24.0

16.6
15.1
10.2 5.85.85.8
6.7 1.21.21.2
9.2
7.07.0

14.6
11.2

5.7
4.34.3

3.8
6.217.217.2

20.231.2
26.026.0

7.0

4.3

17.2

26.0

女性 
男性 

①
女
性
に
対
す
る

職
業
観

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
改

正
な
ど
に
よ
り
、
女
性
の
社
会

進
出
は
着
実
に
進
ん
で
き
ま
し

た
。(

図
３
）

し
か
し
、
職
場
の
中
で
は
、

ま
だ
ま
だ
補
助
的
な
仕
事
が
中

②
男
女
が
働
き
や
す
い

環
境
整
備

こ
れ
ま
で
、
家
事
・
育
児
・

介
護
は
女
性
の
役
割
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
共
働

Ｑ 女性と職業のかかわり方は？ 

Ａ 再就職を望む人が4割 
「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を
持つほうがよい」が最も多く、「子どもができても、ずっと職
業を続けるほうがよい」ことを望む人は2割強で、再就職派と就
業継続派の2つの考え方が強くなっています。 

図3

女性は職業を 
持たない方がよい 

0.6％ 

女性は職業を 
持たない方がよい 

1.9％ 

結婚するまでは 
職業を持つほうがよい 

子どもができるまでは 
職業を持つほうがよい 

子どもができたら職業をやめ 
大きくなったら再び職業を 

持つほうがよい 
子どもができても、子どもができても、 
ずっと職業を続けるずっと職業を続ける 
ほうがよいほうがよい 
22.6％ 

子どもができても、 
ずっと職業を続ける 
ほうがよい 
22.6％ 

子どもができても、子どもができても、 
ずっと職業を続けるずっと職業を続ける 

ほうがよいほうがよい 
22.1％ 

子どもができても、 
ずっと職業を続ける 

ほうがよい 
22.1％ 

その他 
5.4％ 

その他 
3.9％ 

わからない 
4.5％ 

わからない 
7.4％ 

無回答　5.1％ 無回答　6.6％ 

（女性） （男性） 

7.3％ 7.4％ 

8.6％ 11.2％ 

45.9％ 39.5％ 

心
で
、
管
理
職
に
つ
く
人
の
多

く
は
、
男
性
が
占
め
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

Ｑ 男女が家庭生活と職業生活を 
　　 両立するために必要なことは？ 

Ａ 「介護保険制度の充実」と「育児・介護休業制度の充実」がトップ 
「介護保険制度の充実」と「育児・介護休業制
度の充実」が並んで5割弱トップにあがっています。 
次いで、「保育制度の充実」と「家族の理解」
があげられ、「柔軟な勤務形態の導入」「家事・
子育て・介護などの男女共同責任」となっていま
す。 
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女性の年齢別有職率のグラフは、アルファ
ベットＭのような形をしています。 
これは、女性が学校卒業後に就職し、結
婚・出産を契機に退職し、子育て後に再就
職するという就労形態をとることが多いこ
とから見られるもので、『Ｍ字型就労』な
どと呼ばれています。 

職業の状況（Ｍ字型カーブ） 

（性・年齢別有職率） 

京田辺市女性 京田辺市男性 

（歳） 

一
口
メ
モ 

①
家
庭
生
活

現
在
、
女
性
の
社
会
進
出
は

進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
家

事
・
育
児
・
介
護
な
ど
の
家
庭

Ｑ どのように家事を分担していますか？ 

Ａ 家事のほとんどは女性が担当 

現状では、家事のほとんどはまだ女性が担当しています。トップは「食事のしたく」
で、93.5�がおもに妻が「掃除」や「洗濯」でも、約9割が妻の担当となっています。 
家事などが女性だけの負担になっていては、男女がともに仕事を持つのは困難です。
社会通念や役割意識をなくし、家庭と仕事の両立を互いに支援することが必要です。 

図5

ほとんど妻 
76.4％ 

ほとんど妻 
75.6％ 

ほとんど妻 
6.3％ 

祖父母 
0.7％ 

祖父母 
0.7％ 

祖父母 
0.2％ 

祖父母　2.3％ 

その他の人 
必要ない 
1.6％ 

その他の人 
必要ない 
0.2％ 

その他の人 
必要ない 
0.2％ 

その他の人・必要ない 
3.8％ 

無回答　1.6％ 

無回答　2.6％ 

無回答　2.3％ 

無回答　3.8％ 

ほとんど夫　0.2％ 

ほとんど夫　0.6％ 

ほとんど夫 
31.0％ 

ほとんど夫　0.2％ 

妻が多い 
17.1％ 

妻が多い 
17.1％ 

妻が多い 
6.3％ 

同程度 
1.9％ 

同程度　2.3％ 

同程度 
12.2％ 

同程度 
7.0％ 

夫が多い 
0.5％ 

夫が多い　0.9％ 

夫が多い 
34.3％ 

夫が多い 
1.2％ 

食事のしたく 掃除 

洗濯 家屋・家庭用品の修理 

妻が多い 
19.5％ 

ほとんど妻 
69.4％ 

内
役
割
へ
の
男
性
の
参
画
は
あ

ま
り
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
ま

せ
ん
。（
図
５
）

②
地
域
社
会

こ
の
１
年
間
に
な
ん
ら
か
の

学
習
や
社
会
活
動
に
参
加
し
た

Ｑ 女性への人権が尊重されていないと感じるのはどれですか？ 

Ａ 「女のくせにという言葉」は女性が男性を上回る 
男女ともに、女性に対する人権侵害のトップに『レイプ（強姦）などの女
性の暴力』をあげています。アンケート結果を見ると、女性に対する人権侵
害の認識の男女差はほとんどの項目で少なくなっています。 
特に、男女で認識の差が大きいのは、『女性への暴力』のような肉体的な
ものに比べて『「女のくせに」という言葉』のような精神的なものに対して
の人権侵害の意識は、女性は男性に比べて約10.4ポイント高くなっています。 
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け
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セ
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シ
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・
ハ
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74.8 76.0
66.6 69.8 62.7

69.0

54.8
58.5

39.8 39.5

56.1
45.7 43.3

49.6
40.4

49.6

女性 
男性 

①
人
権
尊
重
の
意
識

男
女
平
等
は
憲
法
で
も
保
障

さ
れ
た
権
利
で
す
が
、
実
際
、

社
会
の
中
で
は
男
女
は
必
ず
し

も
平
等
に
扱
わ
れ
て
お
ら
ず
、

い
ま
だ
女
性
の
人
権
が
男
性
の

人
権
に
比
べ
て
尊
重
さ
れ
て
い

②
女
性
へ
の
暴
力

女
性
に
対
す
る
身
体
的
・
精

神
的
な
暴
力
は
、
こ
れ
ま
で
表

面
化
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵

Ｑ 夫または恋人などの暴力を経験したり 
　 見聞きしたことがありますか？ 

Ａ 夫または恋人から「暴力を受けたことがある」は1割 
女性の1割は夫婦間などの暴力を「直接経験」
しており、「身近に当事者がいた」をあわせ
ると4人に1人が経験があると答えています。 

図8

女
性 

＜経験の有無＞ 

＜見聞の有無＞ 

男
性 

女
性 

男
性 

暴力を受けたことがある　10.2％ 

暴力を受けたことはない　82.5％ 

暴力をふるったことはない　77.5％ 

無回答　7.3％ 

暴力をふるったことがある　14.7％ 

身近に当事者がいた 
　　　　19.1％ 

身近に当事者はいないが 
噂を耳にしたことがある　8.3％ 

テレビや新聞で問題になっていることを 
知っている　51.9％ 

無回答　7.8％ 

その他・無回答　5.4％ 
見聞きしたことはない　15.3％ 

14.0％ 10.510.5％ 10.5％ 10.5％ 55.4％ 55.4％ 14.7％ 14.7％ 5.4％ 5.4％ 

Ｑ 職場のセクシュアル・ハラスメント 
 （性的いやがらせ）と思うのは？ 

Ａ 「地位や権限を利用して、性的な関係を迫る」ことがトップ 

「地位や権限を利用し、性的な関係を迫ること」
が約4分の3を占め、「身体的接触」「異性関係の噂
を流すこと」と続いています。 
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そ
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わ
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ら
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無
回
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ヌ
ー
ド
ポ
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目
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と
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に
お
い
て
お
く 

75
68 68

4852 44

58

45
52

16
26 26

37
45
41
5155

0 1
6 5 9 9

78 女性 
男性 

な
い
場
面
も
存
在
し
ま
す
。

人
々
の
意
識
に
男
女
の
平
等
、

人
権
の
尊
重
を
根
づ
か
せ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。（
図
７
）

①
社
会
に
対
す
る
要
望

２１
世
紀
の
新
た
な
時
代
を
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
男
女
が
家
庭
・
地
域
・
学

校
・
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
で

Ｑ 男女共同参画社会を実現していくために 
　 どのような施策が必要ですか？ 

図10

Ａ 「保育・介護サービスの充実など、 
　　 女性が働きやすい環境づくり」が最多 
男女ともに「保育・介護サービスの充実など、女
性が働きやすい環境づくり」が6割以上と群を抜いて
高く、職業生活と家庭・地域生活の両立の支援策を
求めています。その他は市民への啓発活動や学校で
の男女平等教育などが30�前後となっています。 
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Ｑ 社会のどのようなところを変えていくべきですか？ 

Ａ 男女ともに「男女の役割分担についての社会通念」がトップ 

図11

「男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改めること」が、男女とも最も
多く5割弱。次いで、「労働時間短縮や休暇制度の普及」「夫婦間の家事分担」となっています。 
また、男性では「企業中心という社会全体のしくみを改めること」「男性の企業中心の生
き方、考え方を改めること」も25�前後と高くなっています。 
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男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改めること 
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男性の女性問題に対する関心を高めること 
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夫が家事などをすることに妻が協力すること 

妻が、夫に経済力や出世を求めないこと 

その他 

わからない 
無回答 

男性が、家事などに参加することによるライフスタイルの変化に対する抵抗感をなくすこと 

48.448.448.4
46.5 22.0

32.6
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41.7
38.438.438.4
37.9
34.5

25.8
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10.1 0.30.30.3
1.2

5.1
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5.0
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3.5
2.3

5.17.4

女性 
男性 

②
男
女
共
同
参
画

社
会
の
促
進

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
根
強
く
残
る
性
別
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
と
、

き
の
家
庭
で
あ
っ
て
も
、
依
然

と
し
て
家
事
な
ど
へ
の
男
性
の

参
加
は
少
な
く
、
主
に
女
性
が

担
当
し
て
い
ま
す
。

男
女
が
と
も
に
仕
事
と
家
庭

を
両
立
で
き
る
よ
う
な
環
境
の

整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
図
４
）

人
は
５３
・
７
�
で
、
お
よ
そ
半

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
町
内

会
活
動
」
が
２５
・
１
�
で
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
お
り
、
次
い
で

「
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
」

が
２４
・
６
�
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
域
活
動
の
中
に
も
、

い
く
つ
か
の
場
面
で
男
女
の
不

平
等
が
あ
る
よ
う
で
す
。（
図

６
）

平
成
１３
年
度
第
３
回
京
田
辺

市
議
会
定
例
会
が
９
月
１１
日
に

開
会
。
市
議
会
は
、
新
助
役
に

岡
本
仁
市
長
公
室
長
（
５５
）
を

選
任
す
る
人
事
案
件
に
賛
成
多

数
で
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
１３
年
１０
月
１
日
か
ら
４
年

で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
助
役
は
平
林

正
志
助
役
と
２
人
と
な
り
、
市

長
の
補
佐
役
と
し
て
市
政
運
営

に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
助
役
】
岡
本
仁

立
命
館
大
学
を
卒
業
。
昭
和

４７
年
に
当
時
の
田
辺
町
に
採
用

さ
れ
、
福
祉
部
長
、
管
理
部
長

な
ど
を
歴
任
。
昨
年
４
月
か
ら

市
長
公
室
長
を
務
め
、
今
月
３０

日
付
け
で
退
職
予
定
。
住
所
は

京
田
辺
市
三
山
木
谷
ノ
上
４５
番

地
の
７
。

市
民
総
体
参
加
し
よ
う

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

混
合
ダ
ブ
ル
ス

日
時
＝
１０
月
２１
日
�
午
前
９

時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
中
学
生
以
上

の
人内

容
＝
混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

級
・
Ｂ
級

参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
１
０
０

０
円申

込
方
法
＝
社
会
体
育
協
会

事
務
局
（
田
辺
中
央
体
育
館
内
）

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、

必
要
事
項
を
書
い
て
直
接
持
参

す
る
か
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
１０
月
５
日
�
午

後
５
時

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体

文
化
の
日
に
菊
花
展

開
催
日
＝
１１
月
３
日
（
文
化

の
日
）
と
４
日
�

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。
た
だ
し
４
日
は
午
後
３
時

ま
で
で
す
。

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
▼
三
本
立
て
▼
盆
栽

つ
く
り
▼
懸
崖
つ
く
り
▼
千
本

立
て
ほ
か

申
込
方
法
＝
各
地
区
文
化
委

員
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
１０
月
２
日
�

く
わ
し
く
は
、
中
央
公
民
館

（
�
６２
・
２
５
５
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
け
花
展

開
催
日
＝
１１
月
３
日
（
文
化

の
日
）
と
４
日
�

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。
た
だ
し
４
日
は
午
後
３
時

ま
で
で
す
。

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

出
展
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
人

募
集
点
数
＝
５０
点

申
込
方
法
＝
中
央
公
民
館
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
同
館
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
＝
９
月
１８
日
�
〜

１０
月
６
日
�

問
合
せ
先
＝
中
央
公
民
館

（
�
６２
・
２
５
５
２
）

岡本仁さん

市
教
育
委
員
会
委
員
と
市
公

平
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
９
月
１１
日
に
開
か
れ
た

市
議
会
定
例
会
で
、
議
会
は
教

育
委
員
会
委
員
に
北
村
昌
子
氏

（
６２
）
＝
薪
長
尾
谷
＝
と
公
平

委
員
会
委
員
に
西
川
冨
雄
氏

（
７５
）
＝
薪
天
神
堂
＝
の
任

命
・
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
任
期
は
、
平
成
１３

年
１０
月
１
日
か
ら
４
年
で
す
。

育
協
会
事
務
局
（
田
辺
中
央
体

育
館
内
、
�
６２
・
１
５
０
１
、

�
６２
・
１
５
３
４
）

教
育
委
員
に
北
村
氏

公
平
委
員
に
は
西
川
氏

助
役
に
岡
本
公
室
長

任
期
は
１０
月
１
日
か
ら
４
年

あらゆる分野で個性と能力を

害
す
る
も
の
と
し
て
、
社
会
全

体
の
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。（
図
８
）

夫
・
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女
性
の
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。（
図
９
）

と
も
に
協
力
し
、
責
任
を
担
う

と
と
も
に
、
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
そ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
と
も

に
輝
い
て
い
け
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
社
会
で
は
ど
の
よ
う
な
施

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。（
図
１０
）

そ
れ
に
も
と
づ
い
た
慣
行
や
制

度
な
ど
を
見
直
す
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。（
図
１１
）

市 内 の で き ご と 、
ニュース、催しなどが
あるときは、お知らせ
ください 

広報広聴課 
（�64-1320） 

もう 
いらなく 
なったよ 

ゆずって 
ほしいな お申し込み先 京田辺市内に本・支店を 

 有する金融機関（郵便局含む） 

必要なもの 預金通帳・お届けの印鑑・領収書 
 または使用水量のお知らせ 

おおむね60歳以上の 
健康で働く意欲のある方 
入会をお待ちしております 
申し込み・お問い合わせは、電話でＯＫ！ 

京田辺市田辺沓脱14番地 
（旧商工会館）TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 



広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 4 ＞

今
月
は
「
ス
ポ
ー
ツ
と
歯
科
」
に
つ
い
て

で
す
。

日
ご
ろ
、
み
な
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

虫
歯
が
あ
っ
た
り
歯
が
ぐ
ら

ぐ
ら
し
て
い
た
り
（
歯
周
病
）、

歯
痛
な
ど
が
あ
る
と
、
瞬
発
力

や
持
久
力
、
特
に
集
中
力
が
著

し
く
低
下
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
人
に
と
っ
て
、
歯
が
健
康

で
正
し
い
か
み
合
わ
せ
を
持
つ

こ
と
は
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
中
の
け
が

で
す
。
み
な
さ
ん
の
中
に
は
ス

ポ
ー
ツ
中
に
け
が
を
し
て
し

ま
っ
た
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
が
、
そ
の
中
で
も
お
口

に
け
が
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人

も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
唇

を
か
ん
だ
り
、
歯
が
折
れ
て
し

ま
っ
た
、
中
に
は
あ
ご
の
骨
が

折
れ
た
り
と
深
刻
な
け
が
に
な

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
け
が
は
、
か

な
り
の
範
囲
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
）
を
ご

存
じ
で
す
か
？
。
ボ
ク
シ
ン
グ
や
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
選
手
が
口
の
中
に
入
れ

て
い
る
ゴ
ム
の
か
た
ま
り
で
す
。
マ
ウ
ス

ガ
ー
ド
を
ス
ポ
ー
ツ
中
に
装
着
す
る
こ
と
に

よ
り
け
が
の
予
防
に
な
る
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
装
着
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
選
手
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。
既

製
品
の
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
を
使
用

し
た
こ
と
が
あ
る
選
手
も
結
構

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
使
用

感
が
悪
い
た
め
継
続
し
て
使
用

さ
れ
に
く
い
よ
う
で
す
。
マ
ウ

ス
ガ
ー
ド
は
歯
科
医
院
で
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
歯
科
医
院

で
作
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
マ

ウ
ス
ガ
ー
ド
は
一
人
ひ
と
り
の

お
口
の
型
ど
り
を
し
て
作
ら
れ

る
の
で
、
使
用
感
が
と
て
も
よ

く
、
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
中
の
け
が
で
治
療

を
受
け
る
よ
り
も
、
け
が
を
し

な
い
よ
う
に
予
防
す
る
ほ
う
が

い
い
で
す
ね
。
ボ
ク
シ
ン
グ
だ

け
で
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
、
柔
道
な
ど
の
体
と
体
が
あ

た
る
機
会
の
多
い
ス
ポ
ー
ツ
を

さ
れ

て
い
る
人
は
、
一

度
か
か
り
つ
け
の

先
生
と
相
談
し
て

み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

スポーツ中のけが予防

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 

文　化 
協　会 

国　際 
交　流 

観
月
の
夕
べ

日
時
＝
９
月
２９
日
�
午
後
７

時
か
ら
（
雨
天
中
止
）

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館
正

面
玄
関

内
容
＝
箏
曲
演
奏
・
笛
演

奏
・
冠
句
会
な
ど

冠
句
会
＝
冠
題
は
当
日
に
発

表
し
ま
す

冠
句
は
当
日
会
場
で
の
み
受

け
付
け
と
し
ま
す

問
合
せ
先
＝
文
化
協
会
事
務

局
（
社
会
教
育
課
内
、
�
６４
・

１
３
９
３
）

ゆ
ず
り
ま
す

①
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
一

式
�
冷
蔵
庫
４
ド
ア
（
２
引
き

出
し
）
〈
有
料
〉
�
ル
ー
ム
ラ

ン
ナ
ー
〈
有
料
〉
�
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
通
信
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
⑤
七
五
三
の
帯
⑥

社 
協 

よ 
り 

だ 

リ
フ
ト
カ
ー
運
転
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
リ
フ

ト
カ
ー
（
車
い
す
に
乗
っ
た
ま

ま
乗
降
で
き
る
ワ
ゴ
ン
車
）
を

運
転
し
て
、
高
齢
者
や
障
害
者

の
方
の
通
院
や
外
出
を
支
援
し

て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち

の
方
な
ら
誰
で
も
運
転
で
き
ま

す
。「

や
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と

思
わ
れ
た
方
、
ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
協
議

会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）

刑
務
所
作
業
品
を
紹
介

奈

良

矯

正

展

奈
良
少
年
刑
務
所
な
ど
は
、

刑
務
所
作
業
製
品
を
一
般
社
会

に
広
く
紹
介
し
、
更
生
保
護
事

業
に
つ
い
て
の
理
解
を
得
よ
う

と
奈
良
矯
正
展
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
９
月
２２
日
�
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時
・
２３
日
（
秋
分

の
日
）
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
奈
良
少
年
刑
務
所

（
奈
良
市
般
若
寺
町
１８
、
奈
良

交
通
・
般
若
寺
バ
ス
下
車
徒
歩

５
分
）

内
容
＝
全
国
の
刑
務
所
や
少

年
刑
務
所
な
ど
で
製
作
さ
れ
た

家
具
や
民
芸
品
・
日
用
品
な
ど

の
展
示
即
売

問
合
せ
先
＝
奈
良
少
年
刑
務

所
（
�
０
７
４
２
・
２２
・
４
９

６
０
）

詩
吟
詩
舞
の
発
表
会

日
時
＝
１０
月
７
日
�
午
後
１

時
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
詩
吟
・
詩
舞
な
ど
の

発
表
会

問
合
せ
先
＝
▼
詩
吟
詩
舞
連

盟
会
長
　
和
泉
（
�
６２
・
５
１

１
７
）
▼
文
化
協
会
事
務
局

（
社
会
教
育
課
内
、
�
６４
・
１

３
９
３
）

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 

統　計 

国　際 
交　流 

国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

の
ひ
と
つ
で
、
事
業
所
や
企
業

に
つ
い
て
産
業
別
や
従
業
者
規

模
別
の
基
本
的
構
成
を
、
全

国
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
別

に
明
ら
か
に
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
店
舗
や
工
場
・

会
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
学

校
・
駅
・
病
院
・
神
社
・
仏
閣

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
事
業

所
を
も
れ
な
く
調
べ
る
こ
と
と

温
か
い
善
意
の
ご
協
力
を

１０
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に

共
同
募
金
運
動
が
は
じ
ま
り
ま

す
。こ

の
運
動
は
、
福
祉
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国

民
の
助
け
合
い
で
す
。

昨
年
度
、
市
内
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
募
金
は
、
５
８
５
万
６
千

４
３
９
円
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
募
金
は
、
老
人
福

祉
・
障
害
者
福
祉
な
ど
の
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。み

な
さ
ま
の
温

か
い
善
意
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま

す
。問

合
せ
先
＝
京

都
府
共
同
募
金
会

京
田
辺
地
区
支
会

事
務
局(

社
会
福
祉
協
議
会
内
、

�
６２
・
２
２
２
２)

10月1日

熱い思いに耳を傾けて
1979年「国際児童年」の記念行事として始まった

京都府の少年の主張大会が、今年は本市で開かれま
す。
府内の中学生15人が、社会や自分の身のまわりの

出来事について、考えていること・感じていること
を発表します。
みなさんのご来場をお待ちしています。
日時＝9月24日（振替休日）午後1時～4時30分
場所＝中央公民館
問合せ先＝京都府青少年育成協会（�075・672・

2003）

ふ
れ
あ
い
演
奏
会

け
い
は
ん
な
記
念
公
園
は
、

ふ
れ
あ
い
演
奏
会
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
９
月
２２
日
�
午
後
１

時
〜
２
時

場
所
＝
け
い
は
ん
な
記
念
公

園
芝
生
広
場
（
精
華
町
）

出
演
＝
南
陽
高
等
学
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部

問
合
せ
先
＝
け
い
は
ん
な
記

念
公
園
管
理
事
務
所
（
�
９３
・

１
２
０
０
）

障
害
を
持
つ
人
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

市
は
、
障
害
を
持
つ
方
を
対

象
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
き
ま

す
。パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
み
た
い

人
、
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
見
学
だ

け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

日
時
＝
１０
月
１７
日
�
午
後
０

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
（
八
幡
市
立
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
障

害
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
、
そ

の
ほ
か
障
害
者
が
パ
ソ
コ
ン
を

使
う
こ
と
に
関
心
の
あ
る
人

募
集
人
員
＝
６
人
程
度
（
見

学
は
自
由
で
す
）

参
加
費
＝
３
０
０
円
（
資

料
・
用
紙
代
）

「
７
カ
国
語
で
話
そ
う
」

記
念
講
演
会
開
く

言
語
交
流
研
究
所
は
、
２０
周

年
記
念
講
演
会
（
後
援
＝
市
・

教
育
委
員
会
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１０
月
１１
日
�
午
前
１０

時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分
・
１３

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

プ
チ
コ
ン
サ
ー
ト
ｉｎ
木
津

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
・
プ
チ

コ
ン
サ
ー
ト
（
主
催
＝
同
実
行

委
員
会
）
は
、
毎
週
水
曜
日
、

午
後
０
時
１５
分
か
ら
３０
分
間
、

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
・
ア
ト
リ

ウ
ム
ロ
ビ
ー
で
開
か
れ
る
音
楽

会
で
す
。

９
月
３０
日
に
は
プ
チ
コ
ン

サ
ー
ト
が
木
津
町
に
出
張
し
ま

す
。
入
場
料
は
無
料
。
若
手
音

楽
家
た
ち
の
す
ば
ら
し
い
演
奏

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
３０
日
�
午
後
２

時
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
木
津
町
中
央
交
流
会

館
「
い
ず
み
ホ
ー
ル
」

内
容
＝
▼
ソ
プ
ラ
ノ
独
奏

（
◎
曲
目
…
「
夜
店
の
唄
」
ほ

か
◎
出
演
…
ソ
プ
ラ
ノ：

古
川

千
恵
美
、
ピ
ア
ノ：

斉
藤
絹
子
）

▼
ピ
ア
ノ
独
奏
（
◎
曲
目
…

「
バ
ル
カ
ロ
ー
レ
」
ほ
か
◎
出

演
…
ピ
ア
ノ：

野
村
6
子
）
▼

ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
（
◎
曲
目
…

「
ピ
ア
ノ
三
重
奏
第
２
番
ハ
短

調
作
品
６６
第
１
楽
章
」
ほ
か
◎

出
演
…
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン：

鍋
嶋

芳
、
チ
ェ
ロ：

有
澤
直
実
、
ピ

ア
ノ：

柴
田
陽
子
）

入
場
料
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
木
津
町
学
研
企

画
課
（
�
７２
・
０
５
０
１
）

事
業
所
・
企
業
統
計

調
査
を
行
い
ま
す

総
務
省
は
、
１０
月
１
日
現
在

で
、
全
国
一
斉
に
事
業
所
・
企

業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
は
、
国
勢
調
査
と
並
ぶ

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

学 研 都 市  

水　道 国　際 
交　流 

健
康
運
動
器
（
金
魚
運
動
器
具
）

〈
有
料
〉

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

�
電
気
ミ
シ
ン
�
手
編
み
機

部
品
（
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
）
③
パ

ソ
コ
ン
（
ノ
ー
ト
型
）
④
ハ
イ

ア
ン
ド
ロ
ー
チ
ェ
ア
ー

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振

興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

中学生の主張大会 

共
同
募
金
は
じ
ま
る 

9月7日に普賢寺小学校の祖父母参観で「音楽の集い」が開
かれました。コーラス”かがやき”と京田辺ハーモニカ同好
会の演奏や合唱を、児童たちと参加したおじいちゃんおばあ
ちゃんが一緒に楽しみました。
曲目は「故郷を離るる歌」など、お年寄りになじみのある

ものが中心でしたが、「ハーモニカの合奏を聴くのは初めて」
と、子どもたちは興味津々。
最後に祖父母たちは児童から肩たたきのプレゼントをさ

れ、うれしそうに目を細めていました。

し
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
・
都
道

府
県
・
市
区
町
村
で
の
各
種
の

行
政
施
策
、
例
え
ば
地
域
開
発

計
画
・
都
市
計
画
・
交
通
対

策
・
雇
用
対
策
・
公
害
対
策
な

ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
や
民
間

に
お
け
る
事
業
計
画
な
ど
の
策

定
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利

用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

し
め
き
り
＝
１０
月
９
日
�

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
先

着
順
で
す
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
八
幡

市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
�
０

７
５
・
９
７
２
・
２
８
８
０
、

�
０
７
５
・
９
８
２
・
２
３
４

０
）
▼
社
会
福
祉
課
（
�
６４
・

１
３
７
２
、
�
６３
・
５
７
７
７
）

日
�
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

テ
ー
マ
＝
「
７
カ
国
語
で
話

そ
う
」
家
族
や
仲
間
で
楽
し
む

多
言
語
！

参
加
費
＝
無
料

そ
の
他
＝
無
料
託
児
室
あ
り

ま
す申

込
・
問
合
せ
先
＝
言
語
交

流
研
究
所
　
新
川
（
�
６８
・
１

２
５
６
）

世代を越えて楽しむ

祖父母参観で普賢寺小学校

コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
む
児
童
と
祖
父
母
た
ち

（
普
賢
寺
小
学
校
体
育
館
）


